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２学期期末考査の結果を大公開！
担任の科目(保健)を筆頭に、よく頑張りました！！
その調子でさらなる「切磋琢磨」を～～！！！

「切磋琢磨」・・・皆さんはこの言葉の由来や意味を答えることがで
せ つ さ た く ま

きますか！? 私はこれまでのクラス経営や部活動運営において、この言葉の精
神を大切にし、生徒や部員たちにその姿勢を求めてきました。
まずこの言葉の由来についてですが、「論語」でご存じの「孔子」が編纂し
た中国最古の詩歌集である、「詩経」に掲載された1編「衛風淇奧（えいふうぎい
く）」の『如切如磋 如琢如磨（書き下し文：切るが如く磋く（みがく）が如く、
琢つ（うつ）が如く磨ぐ（とぐ）が如し）』がはじまりとされています。もう
少し詳しく中身を説明すると、骨や象牙に細工をするときには、まず刀で切り
（切）⇒さらにそれをヤスリで磨く（磋）、玉や石に細工をするときは、まず
ノミで打ち削り（琢）⇒さらにそれを砂や砥石でみがく（磨）作業工程が大切
～つまり、優れた加工品を産み出すには、まず職人たちが自分自身の持つ技に
磨きをかける必要があり、そして同業の職人間で互いにしのぎを削り、磨きに
磨きを重ねあっていくことで、光り輝く素晴らしい製品が誕生する･･･という
ことを表現した言葉（＝例え）だということです。
要約すると孔子は、『他者と競い合いながら努力を重ね

自己研鑽に励むことで、自分の能力や資質を最大限高める
ことに専念するべきである」ということをわれわれに教え
てくれたのだと思います。会社でもスポーツでも、自らを
高めていく上で、「優れたライバルの存在」は不可欠。「互
いに磨きあい、高め合う関係」を、健一学級の１１名には
ますます求めていきたいです。今回はなかなかの取り組み
状況でした！次回・学年末考査、より一層の頑張りを！

将来の輝ける人生を見据え、日々、切磋琢磨！
己にどんどん「ヤスリや砥石」をかけていこう(^_-)！！

＜２学期期末考査結果速報！（②中間考査※保健と合計は①期末※との比較含）＞

国語総合 数学Ⅰ 現代社会 科学人間 コ英基礎 家庭総合 保 健 合 計

今回平均 73.7 ↗ 67.5 ↗ 73.4 ↗ 67.5 ↗ 63.2 ↘ 68.2 ↘ 84.6 ↗ 498.0 ↗

前回平均 51.7 67.1 55.7 49.5 67.2 82.4 58.9 429.4
最 高 点 ９５ ９７ ８８ ７７ ８８ ９５ ８７ ６１０

８０点以上 ３名 ４名 ４名 ４名 １名･･ ４名 ８名！ ４名

※評価平均値は、成績会議がまだ終わっていないため、来週お知らせします！！



今週もお疲れ様です！今週火曜日は「季節外れ」の大雨&
暖気（本州は 20 ℃オーバーの所もあったそうですね・・）に見
舞われ、先週末にせっかく白くなった日高の町並もまたまた

「土景色」に逆戻り･・そしてまた雪景色へ･･。１年生にとって入学後初の北海道の
冬が、「異例の形」とはなってしまいましたが、例年１２・４月に産学授業で利用し
ている富良野スキー場においては、「上部コース限定」ながら滑走できており（先
日の日・月曜日は下部まで滑走可となりましたが、火曜日の暖気で再び「上部の
み」となってしまいました）、さらに今週末は少々まとまった降雪が期待できそうで
すので、来週の産学スキー授業は予定通り行えることと思います。
今回の期末考査については、上にも紹介させていただいたとおり、全体的によ

く頑張ってくれました。わがクラスは、授業や勉強・テスト等に前向きな生徒が多
く、担任としては本当に嬉しい限りです。これからますますの「切磋琢磨」とさらな
る「成長」を心から願うのみです。では、また来週号にて！

今週の担当は、 KOSUKE くん（写真は俳句授業のカット！）です！！

→ HAPPY BIRTHDAY KOSUKE(^^)/ ！ １６歳の１年間を満喫していこう！！

１２月最初の１週間は如何でしたか？来週は、全校スキーもあります
アスリート基礎クラスもいよいよ富良野デビューですよ。さあガンバ！！

＊ 12月 10日(月)：平常授業
11 日（火）：５分短縮授業～４校時後３年生の音楽発表を鑑賞
12日（水）・ 14日（金）：平常授業
13日（木）：４校時スキー部全道大会壮行会

＊＜産学＞月・火・木～アスリートコース全員富良野スキー
金～富良野スキー研修（全校スキー！）

平成最後の、われわれの合言葉は、、、

「信」


